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HL7の歴史



HL7の歴史と進化

4

1987

HL7 誕生

HL7 は米国で非営利団体として設
立

2003

HL7 v2.5

v2.5 は、日本で広く採用されている。
SS-MIX2、JAHISのデータ交換規
約はv2.5で統一されている。

2005

HL7 v3

HL7 v3 が公開される。RIM を使用。

2005 

HL7 CDA 2.0

Clinical Document 
Architecture (CDA) 2.0 がリリー
ス。文書の仕様、交換、管理のため
の XML ベースの標準規格。

2014

HL7 FHIR DSTU 1

FHIR DSTU (Draft Standard 
for Trial Use) は、最新の Web テ
クノロジーと標準を使用し、医療デー
タ交換を簡素化することを目的として、
HL7 によって導入された。

2018

HL7 FHIR R4

FHIR の最初の標準バージョン。



HL7 v2
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• パイプ “|” が主な区切り文字。

– ただし、必ずしもパイプ “|” である必要はない

– たとえば、セミコロン “;” でも構成できる

• メッセージタイプ – “ADT^A01” (Admission Discharge 
Transfer ^ Admitted)

• セグメント – MSH, EVN, PID, NK1, PV1, Z01

• 成分とサブ成分の区切り文字 – “^”, “&”, “~”, “¥”

MSH|^~¥&|SendingApp|Some Hospital|ReceivingApp|ReceivingFac|202405191234||ADT^A01|MSG00002|P|2.5

EVN|A01|202405191234

PID|1||123456^^^Some Hospital^MR||Oliver^Ben^||20200502|M|||123 Main St^^Toronto^ON^M5G 

1X8||(123)456-7890|||S||123456789|987654321

NK1|1|Oliver^Jane|MTH|456 Other St^^Toronto^ON^M5G 2X9||(987)654-3210

PV1|1|I|W^389^1^A^^^Some Hospital||||12345^Malcolmson^Caroline^^^Dr.|||||||||||A0

Z01|CustomField1^CustomValue1|CustomField2^CustomValue2



HL7 RIM

6



HL7 v3
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<PRPA_IN201305UV02 xmlns="urn:hl7-org:v3" ITSVersion="XML_1.0">

<id root="1.2.3.4"/>

<creationTime value="20230911143411"/>

<receiver typeCode="RCV">…</receiver>

<sender typeCode="SND">…</sender>

<controlActProcess classCode="CACT" moodCode="EVN">

<code code="PRPA_TE201305UV02" codeSystem="2.16.840.1.113883.1.6"/>

<queryByParameter>

<parameterList>

<livingSubjectId>

<value extension="08242eb8-dd47-4298-8d2f-25d60114f137" root="1.1.1.2.2"/>

<semanticsText>LivingSubject.id</semanticsText>

</livingSubjectId>

</parameterList>

</queryByParameter>

</controlActProcess>

</PRPA_IN201305UV02>

Patient Demographic Query (PDQ)



HL7 CDA
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<ClinicalDocument xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xmlns="urn:hl7-

org:v3">

<realmCode code="US"/>

<typeId root="2.16.840.1.113883.1.3" extension="POCD_HD000040"/>

<!-- US General Header Template -->

<templateId root="2.16.840.1.113883.10.20.22.1.1" extension="2014-06-09"/>

<!-- Discharge Summary Template -->

<templateId root="2.16.840.1.113883.10.20.22.1.8" extension="2014-06-09"/>

<id extension="TT988" root="2.16.840.1.113883.19.5.99999.1"/>

<code codeSystem="2.16.840.1.113883.6.1" codeSystemName="LOINC" code="18842-5" 

displayName="Discharge summary"/>

<title>Community Health and Hospitals: Discharge Summary</title>

<effectiveTime value="201409171904-0500"/>

<recordTarget>

<patientRole>

<patient>...</patient>

<providerOrganization>...</providerOrganization>

</patientRole>

</recordTarget>

...

退院サマリレポート
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FHIRとは



FHIR とは

10

Fast Healthcare Interoperability Resources



FHIR とは
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• 医療情報交換のための最新の HL7 標準規格。

• 基本的な構成要素として「リソース」を定義。

• FHIR は HL7によって、© かつ ®。

• ©は、著作権（Copyright）を意味する。FHIRに関連するド
キュメントやリソースの著作権は、HL7に帰属していることを示して
いる。

• ®は、登録商標（Registered Trademark）を意味する。
FHIRの名称やロゴがHL7によって商標登録されていることを示し
ており、商標の保護対象であることを意味する。

• https://hl7.org/fhir/license.html

https://hl7.org/fhir/license.html


FHIR バージョン
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https://hl7.org/fhir/



FHIR バージョン
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https://jpfhir.jp/fhir/clins/igv1/

本実装ガイド（IG）は、HL7 FHIR R4.0.1に従い、JP-
Core V1.1.xからの派生プロファイルの実装ガイド

として作成されている、と書かれている。
（Release 5 ではないことに注意）



FHIR バージョン
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https://hl7.org/fhir/R4/index.html

R4をクリックし、Release 4を参照する

次ページで説明



公開バージョン と 開発バージョン
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https://hl7.org/fhir/directory.html

公開バージョン

開発バージョン



FHIR入門
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https://hl7.org/fhir/R4/modules.html

FHIR 仕様の基本は比較的わかりやすいが、FHIR 

に基づくソリューションを実装するときにどこから
始めればよいかわかりにくい



FHIR入門
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https://hl7.org/fhir/R4/modules.html

情報はどのように交換されるか? 
(Foundation モジュールを参照)
用語はどのように使用されるか? 
(Terminology モジュールを参照)
情報はどのように保護されるか?

(Security and Privacy モジュールを参照)
情報はいつ交換されるか?

(Workflow モジュールを参照)



FHIR入門
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https://hl7.org/fhir/R4/modules.html



FHIR ドキュメンテーション
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https://hl7.org/fhir/R4/documentation.html



FHIR リソース
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https://hl7.org/fhir/R4/resourcelist.html

リソースとは、次のようなエンティティである
・既知の ID を持ち、アドレス指定できる URL を持つ
・リソースタイプの定義で説明されている構造化
データ項目のセットを含む

・リソースの内容が変更されると、変更される識別さ
れたバージョンを持つ



FHIR リソース アルファベット順
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https://hl7.org/fhir/R4/resourcelist.html

リソースの後の数字は、
Maturity Level を表す



FHIR Maturity Model
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https://hl7.org/fhir/R4/versions.html#maturity

数字が大きいほど成熟度が高い。Normativeになる
と安定とみなされる。



FHIR プロファイル
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https://hl7.org/fhir/R4/profilelist.html

プロファイルは、structure definition（構造定

義）として表現されるリソースに対する
constraints（制約）のセット。



FHIR プロファイル
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HL7 FHIR R4.0.1（FHIR 基底仕様）

JP-Core V1.1.x

電子カルテ情報共有サービス2文書5情報+患者サマリー FHIR実装ガイド JP-CLINS
（CLinical Information Sharing ImplementationGuide） v1.5.4

日本で使うために、constraints（制約）を付加

電子カルテ情報共有サービスで使うために、さらに、
constraints（制約）を付加

JP-Core、JP-CLINSは、どちらも特定用途として、HL7 
FHIR R4.0.1に制約を加えたプロファイル



constraints（制約）の例
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• JP Coreでは、Patient.identifier（患者を識別するための識別
子）は必ず存在しなければならない（HL7 FHIR R4.0.1 では、必
須ではない）

• 薬剤アレルギーとその他アレルギー等の情報を表すコードは、JP Core 
AllergyIntolerance ValueSet を使うこと（HL7 FHIR R4.0.1 
では、Exampleとしてsnomedコードが例示されているだけ）

派生先のプロファイルは、派生元より
制約を厳しくしている



FHIR extension（拡張）
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https://hl7.org/fhir/R4/extensibility.html

extension（拡張）は、リソースに有効なデータ
要件を追加するための FHIR アプローチ。



JP Core Patient プロファイル
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https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/StructureDefinition-jp-patient.html

JP Patient リソースで使用される拡張
・religion 患者の宗教を表す
・birthPlace患者の生誕地を表す
・race 患者の人種に関する情報を表す
・nameRepresentationUse 患者氏名(Patient.name)
の漢字表記・カナ表記識別のために使用する



JP Core HumanName DataType
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https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/StructureDefinition-jp-humanname.html

code 説明 text family given

IDE 表意文字 山田 太郎 山田 太郎

SYL 表音文字 ヤマダ タロウ ヤマダ タロウ

ABC アルファベット YAMADA 
TARO

YAMADA TARO



JP Core HumanName DataType
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"name" : [
{
"extension" : [
{
"url" : "http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-representation",
"valueCode" : "IDE"

}
],
"use" : "usual",
"text" : "山田太郎",
"family" : "山田",
"given" : [
"太郎"

]
},
{
"extension" : [
{
"url" : "http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-representation",
"valueCode" : "SYL"

}
],
"use" : "usual",
"text" : "ヤマダタロウ",
"family" : "ヤマダ",
"given" : [
"タロウ"

]
},
{
"extension" : [
{
"url" : "http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-representation",
"valueCode" : "ABC"

}
],
"use" : "usual",
"text" : "YAMADA TARO",
"family" : "YAMADA",
"given" : [
"TARO"

]
}

]

リソースでの記述例



FHIR オペレーション
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https://hl7.org/fhir/R4/operationslist.html

RESTful API は、型指定されたリソースのリポ
ジトリに対して実行されるread（読み取り）、
update（更新）、search（検索）などの一般的な
一連の操作を定義。



FHIR 用語集
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https://hl7.org/fhir/R4/terminologies-systems.html

用語集は、FHIR で使用される体系化された概
念の集合。



FHIR 用語集
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https://hl7.org/fhir/R4/terminologies-systems.html

SNOMED CT、LOINC、
GS1など、HL7以外の
組織で作られた用語

HL7 V2で作られた用語

HL7 V3で作られた用語

FHIRで作られた用語
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Implementation Guides（実装ガイド）



Implementation Guides とは

Implementation Guides（実装ガイド）は、特定の問題を解決
するために FHIR リソースがどのように使用されるか (または使用され
るべきか) に関する一連のルールと、使用方法をサポートおよび明確
にするための関連ドキュメントが含まれる。

FHIR 実装ガイドは、FHIR Implementation Guide 
Publisherを使用して生成された後、Web 上で公開される。
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実装ガイドが、なぜ必要か

FHIR 基底仕様は、汎用的で、国際的な範囲をカバーしている。

この仕様は、機能の定義とエコシステムの作成に重点を置いている。

Implementation Guides（実装ガイド）は、特定のデータ交換
や特定の問題の解決のために、基底仕様に制約を加えたもの。

例:

National standards（JP Core、US Core、AU Base、等）

ベンダーコンソーシアム

臨床学会

35
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リソースとプロファイルを理解する



リソースドキュメント
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https://hl7.org/fhir/R4/patient.html

スコープと使用方法

リソースの構造

使用する用語



リソースドキュメント
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https://hl7.org/fhir/R4/patient.html

検索パラメータ

制約



リソース分析

39

リソースは、4つの主要な部分で構成

Defined

Structured

Data

Extensions

Narrative

(text)

Metadata

標準で定義されたデータコンテンツ
Patient であれば、Medical Record Number 
(MRN)、氏名、性別、生年月日、等

拡張部分

リソースの概要を含む人間が読める説明文

リソースid、最終更新日時、等のメタデータ



リソース分析
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https://hl7.org/fhir/R4/summary.html



リソース分析
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https://hl7.org/fhir/R4/patient.html

Defined

Structured

Data

Narrative

(text)

Metadata

FHIR基底仕様では、Defined Structured 
Dataのみで、Metadata、Narrative(text)が
ないように見えるが、DomainResource
データタイプの中に含まれる



リソース分析
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https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/StructureDefinition-jp-patient.html

Defined

Structured

Data

Narrative

(text)

Metadata

Extensions



データタイプ

データタイプには，大文字で始まるものと小文字で始まるものがある。

boolean、code、dateのように、小文字で始まっているデータ型を
primitive型という。

primitive型は、値が入るのみで、子を持たない。
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データタイプ

HumanName、ContactPointは、Complex型という。

Complex型は大文字で始まっている。Complex型は、子を持つ。

子のうち、Periodは、Complex型なので、さらに子を持つ。

44



Primitive Types
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https://hl7.org/fhir/R4/datatypes.html



Complex Types
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https://hl7.org/fhir/R4/datatypes.html



Complex Types
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https://hl7.org/fhir/R4/datatypes.html



2種類のID
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id は、サーバー上のリソースを識別するメタデータ。

サーバー間で変わる。

Identifier は、ビジネス識別子。

リソース内の要素。



id

49

• id –サーバー上のリソースを識別する

– メタデータ (すべてのリソースにメタデータがある)

– サーバー間で変更される

https://server.org/fhir/Patient/123

Base URL エンドポイント

リソースタイプ

id

https://server.org/fhir/Patient/123


Identifier

50

• identifier

– ビジネス識別子（すべてのリソースにあるわけではない）

– の属性
Defined

Structured

Data
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FHIRの4つのパラダイム



FHIRの4つのパラダイム
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FHIRは4つの相互運用性
交換パラダイムをサポート

REST Documents

Messages Services



REST

53

• シンプルですぐに使える相互運用性

• HTTPの活用：GET、POSTなど

• 定義済みのoperations

– Create, Read, Update, Delete

– さらに: History, Read Version, 
Search, Conditional Updates, 
Validate, Capabilities, Batch & 
Transaction

• 制御がクライアント側にあり、信頼関係が存在
する場合に最適

REST



Documents
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• CDAに類似

• 結合されたリソースの集まり

– ルートは“Composition”リソース

– CDAヘッダーと同様

• Bundle（FHIRリソース）として送受信される

• 署名と認証が可能

Documents



Messages
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• V2およびV3メッセージングに類似

• Bundle（FHIRリソース）内のリソースの
コレクションでもある

– ルートは“MessageHeader”リソース

• イベント駆動型

– 例：検査オーダーの送信、患者のリンク

Messages



Service Oriented Architecture (SOA)
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これまでのパラダイムの組み合わせ

• (SOAの原則に基づく）

• 単純なワークフローから複雑なマルチステップ
ワークフローまで

• 各ステップは、個々のリソースまたはコレクション
を処理する

– (Bundle、containedリソース、またはそ
の他の形式)

• HTTPプロトコルやその他のプロトコルを使用

• 唯一の制約は、何らかの方法、形態でFHIR
リソースを受け渡すこと

Services
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プロファイルを作る



constraints（制約）を加える
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CARDINALITY
の調整

用語のバイン
ディング

SLICING MUST-
SUPPORT

EXTENSIONS
の追加



Cardinality

特定の要素の最小値と最大値を表す。

ほとんどの FHIR 要素はオプション。(最小値 = 0)

プロファイルでは、オプション要素を必須にすることができる。

繰り返し要素を単数にすることができる。

プロファイルでは、必須要素をオプションにすることはできない。

単数要素を繰り返すことはできない。(Extensionを除く)
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制約を厳しくすることはできるが、もともと
の制約を緩めることはできない



Cardinality

0..1･･･値を入れなくてもよい。値を入れる場合は、最大1種類。

0..*･･･値を入れなくてもよい。値を入れる場合は、何種類入れてもよい。

1..1･･･値は1種類を必須で入れる。

1..*･･･値を少なくとも1種類入れる。何種類入れてもよい。

1..n･･･値を少なくとも1種類入れる。最大n種類。
60



Cardinality

communicationは、Cardinalityが、0..*なので、値を入れなくて
もよいが、もし入れる場合は、languageが1..1なので、language
は入力必須。

61



Flags

・FlagsにΣが付いている要素は、summary set に含まれる要素。
・FHIR Serverから値を取得する際、パラメータ _summary=true を追加すると、
∑のラベルが付いた要素のみを受信する。
・∑の意図は、サーバ、クライアント、およびネットワークなどのそれらの間のリソースの総
処理負荷を軽減すること。
・∑は、ユーザがリソースを素早くソートしてフィルタリングできるようにするために定義さ
れている。
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Flags

・Flagsに?!（Is-modifier）が付いている要素は、これまでと値が変
わったら、注意が必要であることを表す。

・deceasedの値が変わったら、患者が死亡したので、未来のオーダを
中止する、等の処理が必要になる。

63



Flags

・Flagsに Ｉ（invariants）が付いている要素は、制約があること
を表す。

・contactに付いている Ｉ の場合、「+ Rule: SHALL at least 
contain a contact‘s details or a reference to an 
organization」とあるので、少なくともcontactの詳細または
organizationへの参照を含む、という意味。

64



用語

codeに入る値は、AdministrativeGender (Required)で定義
されている。 (Required)なので、値の追加はできない。

male（男性）| female（女性）| other（その他）| 
unknown（不明）

定義された4種類から選択する。

65

MaritalStatus (Extensible)は、(Extensible)なので、値の追
加が可能。



Binding Strength（バインディング強度）

（Required） 決められたコードを使うように

（Extensible） 必要ならば、代替コードを使用してもよい

（Preferred） 必ずしも使う必要はないが、これを使うべきだ

（Example） あくまで例、何を使うかは指定していない

66



Slicing

繰り返し要素を、異なる制約を持つサブリストに分割すること。

これは、ケーキを 1枚はチョコレート、もう 1枚はラズベリーなどで注文
するようなもの。

患者氏名（漢字、カナ、アルファベット）のうち、漢字やアルファベット
は未入力でもよいが、カナだけは必須入力にしたい、といったとき、
Slicingを使えば実現できる。

67



Must Support

リソースやデータ型の定義では付けられないが、プロファイルで付加で
きる制約。

Must Supportが付いた要素は、「サポート」する必要がある。

システムは要素を保存および取得できる必要がある。

Cardinalityとは異なる。

例えば、アレルギーは、持っていない患者もいるので、必須入力には
できない。

しかし、アレルギーを持っているならば、必ず値を入れてほしい、といっ
た場合に、Must Support制約を付ける。

US Coreの AllergyIntoleranceは、Must Support制約が付い
ている。

68



Must Support
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https://build.fhir.org/ig/HL7/US-Core/StructureDefinition-us-core-allergyintolerance.html



Must Support

70

https://jpfhir.jp/fhir/core/1.1.2/guide-mustSupportCardinality.html

JP Core 1.1.2では、日本国内で患者データにアクセスするための最小限
の適合性要件を定めるという理念に基づき、いずれの要素にも
MustSupportを付与していない。

※ JP Core 1.2では、ユースケースが定まっている場合は、付与しているも
のもある。



Extensions

FHIR は、コア仕様に何が含まれるかを識別するために 80/20 ルー
ルを採用。その他はすべて拡張機能として定義できる。

⇒コア仕様として80％を決め、20%を拡張で表現(80%ルール)

これにより、仕様を管理しやすくなる。

すべてのユースケースで何らかの拡張機能が必要になることが予想さ
れ、拡張機能は、プロファイルと同様に、StructureDefinition リ
ソースで定義される。
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HL7コミュニティへの参加方法



日本HL7協会
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https://www.hl7.jp/index.html



日本HL7協会
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https://www.hl7.jp/docs/

これまでに開催した、HL7セミナー
の資料を掲載



日本HL7協会
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https://www.hl7.jp/info/cat5/hl7hl7-fhir-elearning.html

FHIR eLearning 第1部「FHIRを知る」第
2部「FHIRで作る」申し込み受付中



HL7 International
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https://www.hl7.org/index.cfm

無償Webinarが開催されることがある



HL7 International
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https://www.hl7.org/vulcan/

HL7 FHIR Accelerator Program の情報を
掲載



Confluence
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https://confluence.hl7.org/

HL7 Internationalで開催されている
Working Groupの情報を掲載



実装者間のチャット
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https://chat.fhir.org/

FHIR でわからないことを、ここでチャットす
れば、誰かが答えてくれるかも



ご静聴ありがとうございました
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